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まえがき

ITSは，高度なディジタルネットワーク通信技術によって支

えられる近未来型の社会システムである。家庭やオフィスに

とどまらず，車両や人間といった動く主体も含めて，「いつ

でもどこでも誰（だれ）にでも」というオンデマンド（要求に

応じて）のコミュニケーションを可能とするものである。ネッ

トワークコンピューティング技術なくしてITSは実現不可能で

あるとも言える。

先行するパソコン（PC）市場では，インターネットという巨

大なネットワークが形成され，どこからでも世界中の情報，

しかも日々更新される最新の情報にアクセス可能となって

いる。しかし，現状のWWW（World Wide Web）に代表さ

れる情報取得では，いかに情報にたどり着くかが利用者の

スキル（技能，見識）として任されており，その習熟度によっ

てはうまく情報を引き出せないなどの問題が発生している。

利用者を補助する役割として，エージェント技術が注目さ

れている。エージェントとは，ひと言で言えば利用者の代行

者であり，利用者の意図を理解し利用者のやるべきことを

代って実行してくれるものである。例えば，ネットワークから

の情報取得では，情報がどこにあってどのようにアクセスす

ればいいのかがわかりにくい。情報の存在場所やアクセス

方法は，エージェントが自動的に考え探し出してくれさえす

1
れば，利用者は本来の目的に集中するだけでよくなり，ネット

ワーク利用の負担を軽減することが可能となる。

ここでは，モバイルエージェントPlangentTMを用いてITS

分野への適用を進めているドライバー情報支援の

InfoMirrorTMと，モバイルエージェント技術をヒューマンナ

ビゲーションに応用したシステムである“ゆがしまん”につい

て説明し，エージェント技術の有効性について述べる。

当社の基盤技術

2.1 モバイルエージェント PlangentTM

当社は，ネットワークコンピューティング技術の中核を成す

エージェントシステムとして，“PlangentTM”というモバイルエー

ジェントを開発している ， 。PlangentTMはITSに限らず，プ

ラントの遠隔監視制御やオフィスにおける会議日程調整など，

様々な分野に適用可能な汎用のエージェントシステムである。

プランニング機能と移動機能を備えており，利用者の要求に

対して最善の行動計画（アクション）を決定し，ネットワーク上

を移動しながら自ら生成したアクションを順次実行することで

利用者のネットワークアクセス操作を代行する（図１）。

ところで，車両とネットワークを接続するには，携帯電話

のような低速で不安定な回線を用いることが多い。このよう

な環境では，利用者の要求が完全に実現されるまで回線接
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続を維持しておくのは困難である。PlangentTMでは，エージ

ェントが利用者の要求やそのための行動計画と，実行途中

の状態やデータなどを持って実際に遠隔コンピュータへ移

動するため，移動後には回線を切断することができる。また，

エージェントのサイズは非常に小さいので，低速な回線でも

利用者のストレスにはならない。

ネットワークでは，日々刻々環境が変化する。情報の格納

場所やアクセス方法が変更されていた場合など，エージェン

トが当初計画したアクションを実行してみると失敗すること

も多い。PlangentTMでは，再プランニング機能を用いて別の

計画を生成し，試行錯誤を繰り返すことによって，環境の変

化に柔軟に対応することができる。

2.2 イベント配送フレームワーク ECJTM

エージェントを用いることによって柔軟な情報検索が可能

となるが，肝心のコンテンツ（中身，内容）がそろっていなけ

れば無用の長物となりかねない。当社では，リアルタイムな

情報提供に利用可能なイベント配送フレームワーク“ECJTM

（Event Centric for Java（注1））”（図２）を開発している 。

ITS利用者サービスとして提供すべき情報は，例えば，こ

の先に渋滞個所があるかどうかといった交通情報，目的地

でどこに駐車すればよいかという駐車場満空情報，この先

の経路で雨や雪など路面状態の変化がないかなどの気象情

報など，リアルタイムな情報が多い。しかし，リアルタイムな

情報をわざわざコンテンツ提供者が人手を介して作成する

のでは手間が掛かりすぎる。このため，既存の制御信号や

センサ情報などを自動的に提供情報コンテンツに変換でき

る仕組みが必要となる。ECJTMでは，すべての事象を，シス

テムの状態を示したり，システムを制御したりするための信

号であるイベントとして統一的に扱うことで，これを解決す

る。例えば，駐車場の料金精算機におけるゲート開閉の制

御信号をイベントとして扱い，これをネットワーク上に流すこ

とによって，遠隔地にある情報サーバ上で満空情報を作成

することが可能である。また，雨量センサ信号をイベントと

してネットワークに流すことによって，雨が降っているかどう

かを知ることができる。

ドライバー情報支援 InfoMirrorTM

InfoMirrorTMは，モバイルエージェント技術をカーナビゲ

ーションシステムに応用したシステムである ， ， 。この構

成を図３に示す。ITSの中でも先行して実用化され市場を
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図２．ECJTMの機能 ECJTMは，異種のイベント駆動システムの相互
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Behavior of PlangentTM

特
集

（注1） Java並びにその他のJavaを含む商標は，米国SunMicrosystems社の商
標。
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牽引（けんいん）しているものとして，カーナビゲーションシ

ステムが挙げられる。交通情報を提供するVICS（Vehicle

Information and Communication System）などと連動し，

カーナビゲーションシステムは，もはやディジタル地図やルー

トガイダンスという本来の機能だけでなく，ネットワークに接

続して道路交通情報を取得する，車内情報端末としての位

置づけで認識されることも多くなってきた。

このようなシステムでは，直接運転に関連のないコンテン

ツでも車の中で参照できるようになってきている。しかし，

車の中，しかも運転中でもという限定された空間において，

操作が容易なユーザーインタフェースの構築，あるいは，車

の中ででも取得したくなるようなコンテンツの充実，などの

課題が残されている。

InfoMirrorTMにおいて，エージェントは自律的な判断や暗

黙の指示の補完などによって，運転中におけるカーナビゲー

ションシステムの操作の煩わしさを排除し，試行錯誤を繰り

返しながらネットワーク上を移動し，利用者の求めている情

報を探し出す。例えば，レストラン情報を検索している際に

は，ドライバーは駐車場の確保にまでは注意を払っていない

かもしれないが，車で移動しているからには駐車スペース

が必要なことは明らかである。エージェントは適当なレスト

ランを見つけたら，近くの空いている駐車場も同時に検索

することによって，ドライバーの操作を簡便化することができ

る。

また，InfoMirrorTMでは，高速イベント配送系ECJTMを情

報伝達のフレームワークとして採用することによって，リアル

タイムな情報提供を可能とし，コンテンツ充実をもくろんだ。

もちろん，車の中で取得したい情報として，百貨店の位置の

ような静的な情報も扱う。

このように，InfoMirrorTMは，エージェントを使った柔軟な

情報検索とイベント配送を使ったリアルタイムな情報提供を

統合して扱うフレームワークを提供するもので，車両側で必

要とする様々な情報の提供を可能とするシステムである。目

的地近辺の駐車場の情報を取得した画面例を図４に示す。

ところで，InfoMirrorTMで扱うITS利用者サービスは様々

であり，それぞれを単独で利用する形態から，サービスを組

合せて利用する形態に移行すると予想される。サービス提

供側からすれば，組合せを考慮した整合性の実現は煩わし

いものであるし，そもそも後から提供される新規サービスを

考慮しておくことは不可能に近い。InfoMirrorTMでは，エー

ジェントが利用者サービス間のインタフェースを調整し，試

行錯誤の柔軟さによって整合性を実現するため，これらの手

間を軽減することができる。

また，今後のユビキタスコンピューティング（注2）の世界では，

家庭やオフィスのPC，モバイルコンピューティングで利用す

るPDA（Personal Digital Assistants），街角に設置される

キオスク（公衆）端末，車両における車載PCなど，利用者の

操作するデバイス（装置）は様々な形態となることが確実で

ある。利用者サービスの提供側が利用者端末の多様性を考

慮したコンテンツ，すなわち個々の利用者への見せ方であ

るビューまで考慮したコンテンツを作成するのには限界が

ある。サービス提供側は本来のコンテンツだけに集中し，ビ

ューは利用者端末側で調整するという形態が必要になって

くるであろう。InfoMirrorTMでは，分離されたコンテンツと

ビューの統合をエージェントが実行している。

“ゆがしまん”

“ゆがしまん”は，モバイルエージェント技術をヒューマン

ナビゲーションに応用したシステムである 。ヒューマンナ

ビゲーションシステムとは，歩行者に対して現在位置や周辺

情報を与えることによって，利用者の移動を支援するシステ

ムである。

ヒューマンナビゲーションシステムでは，多様な利用者の

ニーズを満たすため，利用者の欲する情報を，ネットワーク

上から適切に抽出して提供する必要がある。また，PDAを

介した情報提供の際には複雑な操作を不要とすることはも

ちろん，ときには利用者の操作が行われていない場合にもシ

ステム側から情報提供を行うことが有効となる。

伊豆半島のほぼ中央，天城湯ヶ島町にて，PlangentTMを

用いたエージェント“ゆがしまん”を導入したヒューマンナビ

ゲーションシステムの実証実験を実施している。これはIPA

（情報処理振興事業協会）による「地域総合情報化支援シス

テム整備事業 天城湯ヶ島町ヒューマン・ナビゲーションシス

テム」の一環として実施している。
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（注2） いつでも，どこでも，コンピュータにアクセスできる環境。

図４．InfoMirrorTMによる駐車場情報表示 InfoMirrorTMを用いるこ
とで，リアルタイムな満空情報の提供を実現している。

Example of parking lot information presentation using InfoMirrorTM
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天城湯ヶ島町は，その温泉と景観から温泉療養に適して

いるとされ，古くは多くの文人が常宿としていた地でもある。

ここで，PDA及びキオスク端末による情報提供を行い，湯

道と呼ばれる散策路を中心に，快適な観光や温泉療養のた

めの周辺案内及び関連情報を提供している。このシステム

の主な機能は次の三つである。

地図及び現在位置の表示

周辺情報及び関連情報の表示

キャラクタによるガイド

ナビゲーションを行うPDAとしては小型のノートPCを用

いている。また，地域情報センターと称する一室には，情報

提供を行うためのサーバ群が稼働しており，PDAは付属の

PHSから地域情報センターのPBX（構内交換機）を経由して

ネットワークに接続し，情報の取得を行う。この際，利用者

の位置はPHSが交信しているアンテナにより特定される。

“ゆがしまん”はPlangentTMを利用して構築したうえで，更

に次の機能を備えている。

利用者に応じた情報提供　　あらかじめ登録された

利用者情報に基づいて，状況や利用者の好みに応じた

情報を抽出して提供する。利用者情報は，年齢や性別

などの個人情報や，文学に興味があるか否かなどの嗜

好（しこう）に関する特性により構成されている。一方，

コンテンツには，提供すべき季節，時間，利用者の傾向

などの属性を付加しており，利用者情報や状況との適

合度を算出することにより利用者に合わせた情報提供

を行う。

自発的情報提供　　利用者の操作入力に応じて情

報提供を行うだけではなく，時間経過，状況の変化や

利用者の操作状況に応じて，能動的に情報提供を行う。

ガイドキャラクタは，ツアーガイドとして利用者の位置に

応じて時折出現して，道案内や周辺情報の提供を行う

など積極的な情報提供を行う。

“ゆがしまん”はこれらの機能により，ネットワーク上から

利用者の個人特性や状況に応じた情報を抽出して提供する

ことを実現している。画面例を図５に示す。

現状と今後の課題

システム事例として述べたInfoMirrorTMと“ゆがしまん”は，

それぞれ一般ユーザーに公開して実証実験を実施してい

る。InfoMirrorTMでは，自動車メーカーの情報提供サービス

と提携して，都内の繁華街，新宿・渋谷・銀座の3地域で，

駐車場の満空情報をほぼリアルタイムに車両に提供する実

証実験を1999年2月から3月にかけて行い，同時に駐車スペ

ースの予約実験も実施した。“ゆがしまん”は，伊豆天城湯

ヶ島町において，WWW向けホームページと現地に設置し

たキオスク端末，現地で貸出しをしているPDAに向けての

観光情報提供の実証実験を99年8月から実施している。

ところで，ITSの利用者への情報提供では，利用者の利便

性を確保するためにエージェント技術が不可欠であるが，

各社が開発したエージェントの相互接続ができなければ各

サービスは隔離され，利用者は混乱するだけである。この

ため，エージェントシステム間の相互接続やモバイルエージ

ェントのプラットフォーム相互乗入れなどのエージェントの標

準化が進められている。当社でも，標準化団体FIPA

（Foundation for Intelligent Physical Agents） に仕様を

提案するなどして標準化に貢献すべく活動を続けている。

また，他社のエージェントシステムとの相互乗入れのための

仕様提案と相互接続実験を進めている。

標準化によって，エージェントの活躍できるフィールドが飛

躍的に広がることを期待している。

あとがき

I T S分野へのエージェント技術の応用例として，

InfoMirrorTMと“ゆがしまん”について述べた。

InfoMirrorTMにおいては，エージェント技術を用いること

により，ネットワークで提供される膨大な情報から利用者に

必要な情報を抽出して提供することが実現された。また，

様々な利用者サービスの整合性をとることや，利用者端末

の多様性を調整することが可能となる。

“ゆがしまん”においては，エージェント技術を用いること

により利用者の個人特性や状況に応じた情報提供や，利用

者の位置に応じた自発的な情報提供が実現された。

今後，エージェント技術はITSを含めたネットワークコンピ

ューティング分野での鍵（かぎ）となる技術である。
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図５．“ゆがしまん”の画面例 利用者や状況に合わせた情報提供を，
ガイドエージェントが行う。

Example of display of Yugashiman human navigation agent

特
集
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